
脳卒中リハビリ外来のご案内

・手の麻痺部門

・歩行支援部門

・装具部門

・失語症部門



手の麻痺部門 歩行支援部門
慢性期脳卒中の手足の麻痺に対する治療や入院リハビ

リテーションの相談を行っています

脳卒中リハビリ外来のご案内

装具部門
脳卒中後の手足の装具の選定・作成や修理の相談を

行っています

先進的なリハビリテーションを幅広く採用し、患者様の身
体機能に応じた治療を提供しています

病院退院時に作成した装具は経年劣化していきます
生活環境の変化や患者様ご自身の身体の変化によっても
装具が合わなくなってしまいます

お問い合わせ
福井総合病院 リハビリテーション課
0776-59-1300 担当：作業療法士 山田

失語症部門

rTMSで脳に電気刺激を与えた後、患者様の言葉の能力に
合わせて集中的にリハビリテーションを行います

慢性期脳卒中の失語症に対する治療や入院リハビリテー

ションの相談を行っています

https://3.bp.blogspot.com/-3eElW70quxw/VCkbgBwr2UI/AAAAAAAAnIA/a4bq-Y_NanY/s800/hanshin_mahi.png


～外来の流れ～

＊福井総合病院で初診の場合や他院からの紹介の場合、
紹介状や情報提供書が必要になることがあります（初回のみ）

退院時または、お電話で予約（完全予約制）

脳卒中リハビリ外来での診察

脳卒中リハビリ外来のご案内

お問い合わせ
福井総合病院 リハビリテーション課
0776-59-1300 担当：作業療法士 山田

脳卒中後の患者様、一人ひとりに合わせ
た治療法を提案、提供します

入院集中的リハビリテーション

定期的な外来診察

外来ボツリヌス注射

装具の修理・作成 など

・手の麻痺部門 ・歩行支援部門

・装具部門 ・失語症部門



こんな方いませんか？
☑もっと生活の中で手を使えるようになりたい

☑歩くのが速くなりたい

☑手や足の関節が硬くなってきた

☑筋肉や関節に痛みがでてきた

手の麻痺部門 歩行支援部門

専門家に相談してみませんか？

現在の医療・介護保険の制度では、病院を退院した後は、
希望があっても十分なリハビリテーションをなかなか受けら
れなくなってきています。
脳卒中リハビリ外来では、医師、理学療法士、作業療法士、

が身体機能を評価し、治療法の提案や入院リハビリテーショ
ン、自主訓練などついてアドバイスさせて頂きます。



☑装具を作った時と比べて大きな体重の増減があった

☑装具を付けているところが痛くなってきた

☑ベルトがくっつかず、すぐに緩んでしまう

☑靴の底がすり減ってバランスが悪くなっている

こんな方いませんか？

装具部門

多くの患者さんが脳卒中発症時に購入、作成した装具を使
用されていると思います。装具は年数が経つにつれ劣化し、
痛みの出現や、転倒の原因にもなります。
また身体の変化によって装具が適合しなくなっている場合

が多くみられます。
身体にあった適切な装具をつけることで、最大限の力が発

揮され、日常生活もより質の高いものになります。

専門家に相談してみませんか？



失語症部門
失語症の集中リハビリテーションでは、反復性経頭蓋磁

気刺激(rTMS)を用いて脳に磁気刺激を与えた後に、ST(言
語聴覚士)による個別リハビリテーションを行います。
流れは、入院前後に外来で頭部MRI検査を使用して、言

語課題中の脳活動を測定します。入院後に言葉の検査を行
い、結果をもとに訓練内容を決定し、2週間実施します。訓
練終了後、言葉の検査を行い、話し方の工夫や自主訓練方
法の指導を行い、プログラムは終了になります。

時間 内容
8：30～9：00 rTMS施行
9：00～10：00 STとの個別訓練
10：00～11：00 自主訓練
11：00～13：30 昼食休憩
13：30～14：00 rTMS施行
14：00～15：00 STとの個別訓練
15：00～16：30 自主訓練

タイムスケジュール



集中的リハビリ入院の効果

Fugl-Meyer assessment：FMA
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p<0.001

集中的リハビリ入院による上肢機能の改善が、
統計学的に認められています。

Wilcoxon符号順位検定
ｎ=255

脳卒中片麻痺上肢の運動機能評価を用いて、
入院時と退院時の評価数値を比較

ﾌｭｰｹﾞﾙ ﾒｲﾔｰ ｱｾｽﾒﾝﾄ
脳卒中の総合評価で上肢運動機能は66点満点。信頼性や妥当性を検証した報告が多く，
比較的高い水準の評価法。



当院ではこれまで慢性期の脳卒中後遺症による上肢麻痺、
歩行障害の改善に努め、複数のプログラムを併用していくこ
とで、治療効果を上げています。
今後もより高度・先進的なリハビリを取り入れていきたい

と考えています。
「少しでも手の動きや歩行を良くしたい」と思われている

方、ぜひ脳卒中リハビリ外来へご相談ください。

おわりに

お問い合わせ
福井総合病院 リハビリテーション課
0776-59-1300 担当：作業療法士 山田
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